
 

 

 

 

 

3 月 18 日（土）～4 月 2 日（日）にかけて、第 47 回古河桃まつりが開催されました。3 月 19 日には、夕方から

手筒花火を実施するなど、今年は感染症対策も緩和され、３年ぶりに出店やイベントが行われました。公園もようや

くにぎわいを取り戻し、子供からお年寄りまで、みなさん桃まつりを楽しんでいました。今年は気候が温暖で、桃ま

つりが始まるころには園内の花桃は見ごろを迎えていました。また、ソメイヨシノの開花もはやく、３月後半には見

ごろを迎え、桃まつり期間に花桃、桜と春の花を同時に満喫できる桃まつりになりました。 

 

桃まつり会場 ハス池のほとり パークフロント源平 

パークフロント桜 桃むすめ 手筒花火 

 

古河東ロータリークラブさん、古河ロータリークラブさん、米

銀商店さんから古河市を通じて花桃のご寄付がありました。ま

た、古河市が行っている花桃オーナー制度で多くの花桃の植樹

がありました。日頃から古河公方公園をご愛顧いただき誠にあ

りがとうございます。これからもよろしくお願いいたします。 

キクモモ 

古河東ロータリークラブ 古河ロータリークラブ 

園内整備 
富士見塚の階段や、芋ころがし坂など、園路が痛

んでいる部分を補修しました。また、害虫被害な

どによる枯損木を伐採、剪定しました。これから

もみなさんが安全に公園を利用できるよう、努め

て参ります。令和 5年度も古河公方公園をよろし

くお願いいたします。 
■古河市地域振興公社Twitter公式アカウント開設しました。 

古河公方公園の他、ネーブルパークやふるさとの 

森など、古河市地域振興公社が管理する各施設の 

情報を随時お伝えいたします。みなさま是非フォ 

ローをよろしくお願いいたします。 

■第 22 回ふるさと古河新茶まつり開催のお知らせ 

古河公方公園の茶畑でお茶摘み（100 円）やお茶席（500 円）

を楽しんでみませんか？オリエンテーリングやおはなし会の

他、新茶の天ぷら等の販売もありますよ！ 

日時：令和 5 年 5 月 21日（日）10:00～14:30（雨天決行） 

場所：古河公方公園南側茶畑、御所の梅林、民家園旧飛田家 

■古河桃林の由来と桃まつり 

江戸時代初期、古河城主土井利勝（どいとしかつ）

が、江戸で家臣の子供たちに桃の種を拾い集めさ

せ、古河に送って農民に育てさせたのが始まりで

す。領地では、燃料となる薪が乏しかったので、

成長が早く、果実が食料となる桃が選ばれました。 

天保の頃に、桃の植え替えを行ったことがきっか

けとなり、花見の名所として知られるようになり

ました。明治時代になると、花の時期には観桃会

と称して、芸妓の手踊り、競馬大会なども催され、

80 軒程の料理屋や茶店が軒を連ね、上野駅から

臨時列車が運行されました。当時の桃は、半兵衛

（はんべえ）・金時（きんとき）・天津（てんしん）・

水密（すいみつ）という品種の食用の桃だったそ

うです。その後、古河市では古河公方公園（古河

総合公園）開園を機に、花桃を植えて桃林を復活

させました。現在、古河に春の到来を告げる桃ま

つりは、市民の歓びであると共に、市内外の方々

との交流を深める大切な催しとなりました。 


